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２０１２年県労連第2回幹事団交渉報告

人件費の二重削減（賃金カット＋人員削減）は容認できない！

必要なのは、職員が健康で安心して働ける、モチベーションを維持できるような回答だ！

県労連は11月5日、労務統括官に対して、幹事団交渉を行いました。（発言要旨はＰ３～参照）
冒頭、芹沢県労連議長は、「本日の交渉も含め、今期交渉は残り3回となる。残念ながら、両者の溝は深く、これまで交渉が動いていないと判断せざるを得ない。今期の課題は横に幅広く、また、深く重い課題であることを両者ともに認識している。我々は、具体的な要求を掘り下げていきたいし、当局も具体的な進展が図られるような対応をしてもらいたい。」と前進した回答を出すよう求めました。
続いて、阿部事務局長は、「11月14日までに整理しなければならない課題と、その時期を越して継続して協議していくべきものを切り分けしていく必要がある。」と述べ、交渉に入る前提として整理しなければならない重点課題について説明しました。

今期の重点課題

☆賃金減額

・当局の説明では、未来永劫賃金カットだ。人件費以外の財源確保策を示すべきだ。

・知事部局では、減らすべき人員はない。賃金と人員のダブル削減は到底容認できない。

☆現給保障

・今期は他の多くの課題が山積し、マイナス提案ばかりの状況下においては、現給保障の廃止提案は極めて遺憾と考える。

・保障額の大きさ、対象者数など、廃止を行うことによる影響等が大きいことから、県の実情を踏まえ、継続交渉課題となっていたものである。

・財政危機を理由とする削減提案は到底認められない。もし、廃止しようと提案するのであれば、現給保障は較差内賃金であるから、当然にその原資配分もあわせて示すべきである。

☆50歳台後半層の昇給・昇格制度

・公務員の場合、50歳台後半職員の仕事の困難度、責任はより一層重くなるのが実態である。職務内容や働き方が変わるわけではないのに、年齢だけを基準にして、昇給・昇格制度が改悪されることは納得できない。

・国と同様の措置に置き換えるのはふさわしくない。県の場合、給料表の分布がどのくらいの年齢層に及ぶのかを把握しているのか、高齢層のみに止まらないのではないか。

・提案の再考、撤回を求める。

☆持ち家手当

・持ち家手当も較差内賃金である。廃止しようと提案するのであれば、当然にその原資配分もあわせて示すべきである。
・人事委員会勧告で出された根拠のみで廃止の提案がされている。自宅に係る住居手当は、「持ち家推進」という県の政策に基づいて支給されていたものである。廃止提案の根拠を示してもらいたい。

☆臨任・非常勤職員の労働条件

・県の業務を推進するにあたり、臨任・非常勤職員は、常勤職員と同様に働いている。

・採用の区分が、労働条件においてこれほどの差を生み出している。

・実際、現場の常勤職員から、臨任・非常勤職員の処遇改善を望む声が寄せられている。

・労働条件を常勤職員に近づけるよう再考を求める。

最後に芹沢県労連議長は、「『神奈川の実情』を踏まえた当局からの発言はない。人勧や緊急財政対策だけの言葉では交渉は進まない。次回は、本日の交渉を踏まえた誠実な回答をしてもらいたい。」と当局に再考を強く求め、この日の交渉を締めくくりました。
	項　目
	これまでの労務統括官回答
	これまでの県労連の主張

	基本賃金
	・月例給の公民較差を解消する手法として、持ち家手当を2013年1月から500円引き下げ、5,800円としたい。

・較差を年間調整するため、2013年1月の給与で実施したい。

・2012年4月時点の持家手当支給者を対象とし、0.12%の減額調整を行う。
	・公民較差の解消はやむを得ないと考えるが、特定の者だけに負担を負わせる手法は容認できない。

・解消方法と年間調整の方法を具体的に示してもらいたい。

	現給保障
	・2014年3月で国は廃止を予定し、他県でも廃止の動きだ。緊急財政対策もあり、高齢層職員の賃金が民間を相当程度上回っていることから継続は難しい。2013年4月で廃止したい。


	・現給保障は、05年交渉での労使合意事項だ。これを廃止することは、これまでの労使交渉経過を無視することになる。

・さらに、昨年の確定交渉においても、継続協議事項となっていたものである。

・緊急財政対策があるからという理由では、到底納得できない。

・持ち家手当も同様であるが、較差内賃金である。この較差をどう埋めるのかが示されておらず、無責任な回答だ。

	給与減額措置
	・緊急財政対策にもあるように、財源不足が見込まれることから、県有施設や補助金をゼロベースで見直す大胆な取組みをする。知事、特別職にかかわらず、一般職員にも姿勢を示していただく必要から、2013年4月から実施したい。

・減額率等については、もう少し熟慮したい。
	・財政危機と言いながら、人件費以外の回避手法が示されていない。それでは職員は納得できない。

・緊急財政対策では、給与抑制だけでなく、人員削減にも触れている。人件費のダブルカットは到底容認できない。知事部局では、これ以上減らす人員はいない。

	住居手当

（持ち家）
	・国が既に廃止していること、他の都道府県において廃止した団体が29団体にのぼっていること、人事委員会が廃止することが必要と勧告していること等から、2013年4月に廃止したい。
	・人事委員会の勧告が出たから廃止という提案には納得できない。給与減額は、人事委員会勧告で出ておらず、矛盾している。

	昇給・昇格制度
	・55歳を超える職員（行（二）、医（一）は57歳を超える職員）は、標準の成績では昇給しないこととし、特に良好の場合は、1号俸、極めて良好の場合には2号俸以上の昇給にそれぞれ抑制する。2013年1月から実施したい。
	・国と同様に実施するとなると、神奈川の人事評価システムと齟齬を生じる。制度の見直しが必要であり、詳細なデータを示したうえで議論すべき。今の段階で決められるものではない。

	項　目
	これまでの労務統括官回答
	これまでの県労連の主張

	給与全般
	・緊急財政対策実施にあたり、県民や市町村の理解を得るためには、手当も聖域を設けず見直しが必要であり、しかるべき場を設けて話し合いたい。
	・現状に合った特勤手当の見直しなら理解できるが、緊急財政対策が前提のマイナスしかない交渉には、断じて乗れない。

	退職手当
	・官民較差の解消を図るため、退職手当法の改正後、国に遅れることなく見直しをする。

・詳細は、しかるべき場で説明したい。
	・大幅な変更であり、労使交渉・合意すべき事項である。

・十分な労使交渉と十分な周知期間を担保すべきだ。

	休暇
	・休暇もコストである。これ以上の改善は難しい。

・ボランティア休暇については、厳格な運用とせざるを得ない。

・忌引休暇については国並みとし、配偶者は10日を7日に、配偶者の叔父・叔母は対象外とする。
	・障がいのある子を抱える親は、年休を使い果たすケースも多く、仕事を続けること自体が困難になっている。少なくとも、子が18歳になるまでは、子の看護休暇が取得できるよう求める。

・ボランティア休暇について、運用の改善を求める。

	再任用・臨任・非常勤の労働条件
	・職場の実態を勘案し、改善を図ってきた。予算の制約や職員との職場運営の影響を踏まえると、これ以上の対応は困難。

・臨任等には任期があり、1日の勤務時間も短いことから、一定の制約があり、療養休暇の有休化は難しい。
	・常勤と同様の業務を行い、責任を負っている実態から考えると、それをきちんと評価する必要がある。臨任の初号制限の撤廃を求める。

・臨任職員は、雇用の空白期間のせいで、その間の年金や健康保険の手続きをしなければならない。解消すべきだ。空白期間でも、仕事がなくなるわけではない。

	福利厚生
	・これまで、一定の整理をしながら見直しを行ってきたが、緊急財政対策で補助金・負担金をゼロベースで見直すことになった。

・必要性や内容の妥当性を廃止を含め、しかるべき場で検討したい。
	・職員の働きやすさや健康を保持する目的で労使で積み上げてきたものもある。必要性や妥当性について変化があったのか問いたい。

・職員の健康が守られれば、たとえばメンタル不全の休職者も減り、労使にとってよい結果が出てくるはずである。

	メンタル

ヘルス対策
	・メンタルヘルス対策は重要であり、

有効な対策を進めたい。

・職場復帰支援については、人員体制等職場周辺環境の整理も必要であり、現段階での判断は難しい。
	・知事部局では、度重なる人員削減により過重労働となっており、メンタル不全に陥る職員も多い。

・相当な時間、交通費をかけてリハ勤務をしている職員がいる。安心して治療に専念できるよう、身近な場所でのリハ勤ができるようにならないか。




◇自治労県職労拡大評議委員会

○日時：11月14日（水）19時～

○会場：県庁本庁舎1階　108会議室
　　　　　　　　　　　　　　（スルガ銀行隣り）
県労連要求実現署名にご協力を！

提出していない場合は、早急にお出しください

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































